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【目的】本研究の目的は、2015 年度に考案した『排尿セルフケアプログラム』について、
出産経験のある 20～40 歳代の女性の下部尿路症状（頻尿や腹圧性尿失禁、尿意切迫感）へ
の効果を検証することである。女性の入浴スタイルに応じた、入浴とシャワー時の足浴
（シャワー足浴）という温める方法の違いによる『排尿セルフケアプログラム』の効果に
ついて、入浴群とシャワー足浴群を比較することで、女性が生活の中で実践できる有効な
『排尿セルフケアプログラム』を開発する。  
【研究方法】1）2015 年度に実施した健康女性を対象とした予備研究の結果から、『排尿セ
ルフケアプログラム』の運用に関する検討を行った。 2）検討課題から、排尿日誌の Web
上での運用と排尿状態へのフィードバックについて改善した。3）Web アンケート調査から
の対象者のリクルート（認証番号 16081）および、アンケート回答結果をもとにしたフィー
ドバックを含めた『排尿セルフケアプログラム』による介入研究（認証番号 16050）につ
いて、聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得、 2017 年 5 月から実施予定である。 
【結果・考察】  
1）『排尿セルフケアプログラム』運用に関する検討：  
 予備調査の結果から、排尿セルフケアプログラムを実施することで対象者は自分の排尿
パターンを認識できたことが確認された。頻尿傾向のある女性では 1 回排尿量が少ないこ
とが自覚できたことから、適切なタイミングで排尿状態に対するフィードバックが実施さ
れることで、セルフケアが強化され、 1 回排尿量が確保でき排尿回数の減少につながる可
能性が示された。日常生活での継続可能性について、対象者に骨盤底筋収縮の感覚が掴め
ず不安があった点や実施を忘れてしまった点に対し、プログラム実施中のフォローアップ
において、排尿状態へのフィードバックとともに骨盤底筋訓練への支援を加えることが課
題となった。これらのフィードバックを適切なタイミングで実施するためには、プログラ
ム実施中に排尿状態を把握できる必要がある。さらに、対象者は排尿日誌（冊子）を携帯
するのに煩わしさを感じていた。以上のことから、対象者が常時携帯するスマートフォン
から記録できる Web 上の排尿日誌を運用することで、時差のない適切なフィードバックを
得て、対象者が自分自身で下部尿路症状を対処できるようになることが『排尿セルフケア
プログラム』の重要な点であることを確認した。  
2）排尿日誌の Web 上での運用と排尿状態へのフィードバック：  
 記録一覧からの排尿時間、排尿量、尿もれの有無等の排尿に関する記録と活動に関する
記録の入力画面への遷移や選択肢の表示などについて検討した。対象者が入力しやすく自
己の排尿パターンを把握しやすい画面表示となるよう検討し、試行を繰り返した。フィー
ドバックをアプリ画面に置くことで、適宜確認できるようにした。紙面の排尿日誌では 1
ページに多数の情報が記載でき、欄外に気になることも記載できるが、電子化により記載
内容が限定されてしまうことが懸念された。そのため、「イベント」欄を設け、特別な出来
事や気になったことなどを自由に記載できるようにし、排尿状況に影響する可能性のある
情報が漏れないよう工夫した。 ID 管理により研究者がいつでも確認できるようにした。  
3）Web アンケートによるリクルートと介入研究の実施について、現在進行中である。  
本研究は、3）のデータをもとに論文を執筆し、日本看護技術学会等に投稿する予定である。 
